
令 和 ７ 年 度 事 業 実 績 報 告 書 

社会福祉法人 北九州市保育事業協会 
 

１．６園施設長会議 

  法人としての保育の方向性・保育内容等の統一に向けて、意見交換を行い令和８年度に

向けての取り組み方針を検討した。 

  また、法人内の具体的な人事制度等に関する考え方や書類の様式等について、６園施設

長会で確認し、統一を図った。 

  ・処遇改善、キャリアアップ（リーダー）の見直し 

  ・異動の推進（施設毎の年齢の均一化、人材育成とキャリア開発、組織の活性化） 

  ・調理員の二人体制について 

  ・就業規則の見直し（休暇等） 

  ・採用試験における既卒者の取り扱い等 

 

  ・事業報告書 

  ・保育計画書 

  ・勤務表、休暇届出書、給食関係書類（個人チェック表） 

   

  ・その他（はぐくみ基金の導入・推進、ハピミルの導入、メンタルヘルス研修） 

 

２．６園主任会議 

  施設長会での議論を踏まえ、より具体的に各園の職員階層や種別の業務内容等の差異を

一つひとつ洗い出し、整理した上で、具体的な「見える化」を行い、施設長会へフィードバ

ックした。 

また、行事や日々の取り組みについても同様に「見える化」を図った。 

・副主任の基本姿勢、役割、業務内容 

・臨時職員の業務内容 

 

・０歳児の月案様式の統一 

 

３．安全対策 

  各園の安全対策について、意見交換を行い、それぞれの園に活かした。 

  ・安全計画の見直し 

 

４．地域等との交流 

  各園の地域との交流について、意見交換を行い、それぞれの園に活かした。 

   また、地域・行政のイベントに積極的に参加し、保育所の役割等の発信をした。 

  ・こども仕事体験イベントへの参加 

  ・北九州ゆめみらいワークへの参加 

 

５ 保護者支援 

  各園の保護者支援・対応について、意見交換を行い、それぞれの園に活かした。 

 


